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　【表土剥ぎ】
表土（現代の土）を重機などで除
去し、遺構や遺物が確認される深さ
まで掘削する。

↓
　【遺構確認】
調査用ジョレンなどの道具で土の表
面を削り、遺構や遺物がないか確認
する。

↓
　【遺構精査】
遺構確認で検出した遺構や遺物の
範囲を移植ゴテや手ガマで慎重に
掘り下げる。出土した遺物は元位置
に残して調査を進める。

発掘ってどうやるの？
　発掘調査のすすめかた

　【遺構・遺物の記録化】
掘りあがった状態で、写真撮影、平
面位置・土層堆積状況などの図面化
を行う。出土遺物がある場合は、記
録化の後取り上げて、整理作業室へ
搬入。

↓
　【埋め戻し】
すべての発掘調査が終了した後、堀り
上げた土を重機などで埋め戻す。

↓
　【室内整理作業】
出土した遺物の接合・復元作業、発掘
現場での記録を整理し、発掘調査の
成果を調査報告書にまとめる。
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発掘調査協力員

広報の調査員募集記事がきっかけで調
査員に。25年、発掘調査に携わる。

歴史民俗資料館

「拓く」をテーマとした
武蔵野台地開拓の歴史を展示。

住所
三芳町大字竹間沢 877
開館時間
9 時～ 16時 30分※入館は 16時まで。

約３万年前の旧石器時代から近代まで、
三芳の歴史と文化をたどることができる。
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遺跡発掘調査
協力員募集

発掘調査に従事する調査協力員を随
時募集しています。
詳細は文化財保護課までお問い合わ
せください。

町の歴史を堀り起こす

遺跡発掘調査
　発掘調査を続けてきた理由、今まで
の調査で印象に残っていること…

発掘調査協力員として活躍している人

たちに聞きました。
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26年ほど発掘調査員を続けている。
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▶内容：発掘現場での調査業務 ( 堀
り作業・作図作業など )
▶勤務場所：町内各地の遺跡
▶勤務時間：9:00～16:30
※基本的に 1日単位の勤務ですが、
半日のみの勤務もご相談ください。
▶対象：60歳未満の体力に自信の
ある人
問 文化財保護課 ☎ 258-6655
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発掘調査協力員


